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『
ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
経
済
史

　
　
ー
ポ
ー
ラ
ソ
ド
王
国
に
お
け
る
繊
維
工
業

　
　
　
　
の
発
展
（
｝
八
一
五
－
一
九
｝
四
年
）
』

、
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
監
督
の
『
約
束
の
土
地
』

と
い
う
映
画
を
御
覧
に
な
っ
た
方
は
、
ド
イ
ツ
・

ユ
ダ
ヤ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
青
年
企
業
家
が
手
を
組

ん
で
原
野
に
巨
大
な
織
物
工
場
を
建
て
、
そ
こ
に

雇
用
さ
れ
た
大
量
の
労
働
者
が
劣
悪
な
労
働
条
件

の
も
と
で
働
い
て
い
る
シ
…
ン
を
覚
え
て
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
ワ
イ
ダ
は
、
様
々
な
民
族
を

巻
き
込
ん
で
発
展
す
る
一
九
世
紀
後
半
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
資
本
主
義
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
の
光

と
影
の
四
面
を
巧
み
に
描
い
て
い
る
。

　
本
書
の
主
た
る
対
象
は
、
こ
の
映
画
の
（
そ
し

て
そ
の
原
作
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

作
家
レ
イ
モ
ン
ト
の
同
名
の
小
説
の
）
舞
台
で
あ

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
都
市
ウ
ッ
ジ
を
中
心
と
す

る
繊
維
工
業
の
発
展
史
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
と
い
う
と
、
我
々
は
と
か
く
近
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
上
の
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
、
シ
ョ

パ
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
や
繰
り
返
さ
れ
る
民
族
独
立
蜂

起
の
栄
光
と
挫
折
の
歴
史
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
だ

が
、
著
者
は
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら

距
離
を
置
こ
う
と
す
る
。
コ
九
世
紀
ポ
ー
ラ
ン

ド
を
経
済
的
後
進
性
と
革
命
と
蜂
起
の
国
と
し
て

描
く
の
で
は
な
く
、
極
め
て
不
利
な
環
境
の
中
で

驚
く
ほ
ど
の
経
済
的
成
果
を
示
し
た
国
と
し
て
見

て
み
た
い
」
（
は
し
が
き
）
と
い
う
の
が
、
本
書

に
お
け
る
著
者
の
ね
ら
い
な
の
で
あ
る
。

　
序
章
「
研
究
の
意
義
と
本
書
の
課
顧
こ
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

資
本
主
義
工
業
の
成
立
・
発
展
史
に
関
し
て
は
、

研
究
が
進
ん
で
い
な
い
わ
が
国
は
も
と
よ
り
、
実

証
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

お
い
て
も
、
そ
の
工
業
化
の
意
義
に
つ
い
て
比
較

的
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
理
由
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
工
業
化
が
主
と

し
て
ド
イ
ツ
系
の
企
業
家
に
よ
る
外
国
市
場
（
ロ

シ
ア
）
向
け
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
民
族

独
立
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
し
、
後
の
民

族
国
家
と
し
て
の
経
済
発
展
に
も
結
び
付
か
な
か

っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
著
者
は
、
分
割
後
、
ワ

ル
シ
ャ
ワ
公
国
時
代
を
経
て
ロ
シ
ア
の
支
配
下
に

醗
か
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
領
、
と
り
わ
け
そ
こ

で
の
最
大
の
繊
維
工
業
地
帯
た
る
ウ
ッ
ジ
地
帯
に

焦
点
を
絞
り
、
工
業
化
の
主
体
的
条
件
（
ポ
ー
ラ

ン
ド
王
国
政
府
の
工
業
育
成
政
策
と
、
そ
の
結
果

と
し
て
の
企
業
家
の
経
営
活
動
）
と
客
観
的
条
件

（
ロ
シ
ア
市
場
の
存
在
）
と
の
双
方
に
目
配
り
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
ヶ
な
伝
統
的
歴
史
評
価
の
再
検

討
を
試
み
て
い
る
。
本
書
が
対
象
と
す
る
時
代
は
、

一
八
一
五
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
成
立
か
ら
一
九

一
四
年
の
第
一
次
大
戦
に
釜
る
期
間
で
あ
る
が
、

著
者
は
そ
の
う
ち
｝
八
六
〇
年
代
ま
で
を
ポ
ー
ラ

ン
ド
王
国
繊
維
工
業
の
成
立
期
、
一
八
七
〇
年
代

以
降
を
そ
の
発
展
期
と
し
て
、
議
論
を
進
め
る
。

　
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
は
、
著
老
の
言
う
ポ

ー
ラ
ン
ド
王
国
繊
維
工
業
の
「
成
立
蓄
財
に
お
け
囁

る
王
国
政
府
の
主
体
的
な
工
業
育
成
政
策
と
、
そ

の
成
果
と
し
て
の
ウ
ッ
ジ
地
帯
に
お
け
る
近
代
的

繊
維
工
業
の
急
成
長
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
大
蔵
大
臣
ル
ベ
ツ
キ
を
中
心
と
す
る

初
期
王
国
政
府
の
財
政
援
助
な
し
に
は
一
九
世
紀

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
繊
維
工
業
の
成
立
は
あ
り
え
な

か
っ
た
こ
と
（
第
一
章
「
初
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国

政
府
の
工
業
育
成
政
策
」
）
、
ウ
ッ
ジ
市
を
中
心
と

す
る
工
業
地
帯
の
成
立
そ
れ
自
体
が
政
府
の
政
策

的
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ウ
ッ
ジ
市
当
局

自
体
が
積
極
的
な
手
工
業
者
入
植
政
策
を
進
め
て

工
業
育
成
政
策
の
政
策
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

労
働
力
供
給
の
面
で
は
不
熟
練
労
働
者
は
相
対
的
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に
国
内
で
充
足
さ
れ
た
が
、
熟
練
労
働
者
を
中
心

に
外
国
、
時
に
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
方
面
か
ら
の
移

住
者
に
多
く
を
負
っ
て
い
た
こ
と
（
第
二
章
「
ウ

ッ
ジ
繊
維
工
業
地
帯
の
成
立
」
）
等
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
第
三
章
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
繊
維
工
業

の
成
立
」
で
は
、
「
成
立
期
」
の
ウ
ッ
ジ
工
業
地
帯

の
発
展
の
様
相
（
と
り
わ
け
一
八
四
〇
・
五
〇
年

代
の
羊
毛
工
業
か
ら
棉
工
業
へ
の
転
換
）
が
数
螢

的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　
続
く
第
四
堂
・
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
繊
維
工
業
の

発
展
」
は
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
「
発
展
期
」

の
分
析
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
保
護
関
税
政
策
へ
の

方
向
転
換
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
繊
維
工
業
は

広
大
な
ロ
シ
ア
市
場
を
確
保
し
、
目
覚
し
い
発
展

を
遂
げ
る
。
そ
の
勢
い
は
、
原
棉
消
費
量
の
成
長

率
や
人
口
一
人
当
り
の
原
棉
消
費
量
を
見
る
限
り

ド
イ
ツ
と
肩
を
並
べ
フ
ラ
ン
ス
を
凌
駕
す
る
程
に

急
激
な
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
著
者
は
、
ロ
シ
ア

の
関
税
政
策
転
換
後
直
ち
に
生
産
と
腿
用
の
増
加

が
始
ま
っ
た
事
実
に
注
目
し
、
王
国
繊
維
工
業
の

発
展
に
対
す
る
ロ
シ
ア
市
場
の
五
玉
を
第
一
義
的

な
も
の
と
は
と
ら
え
ず
、
そ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ

て
い
た
繊
維
工
業
の
潜
在
的
な
成
長
力
を
顕
在
化

さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
、
多
く
の
複
合
的
な
発
展

要
因
の
一
つ
ど
み
な
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
は
第
五
章
・
「
外
国
貿
易
と
国
内
市
場
」

に
お
い
て
よ
り
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
。
著
者
は

所
謂
「
東
方
市
場
」
問
題
こ
そ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

工
業
化
の
性
格
を
規
定
し
た
（
古
典
的
に
は
R
・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
見
ら
れ
る
説
）
と
は
考
え
な

い
。
む
し
ろ
上
述
の
よ
う
な
工
業
化
の
主
体
的
条

件
と
客
観
的
条
件
の
結
合
の
あ
り
方
に
ポ
ー
ラ
ン

ド
王
国
工
業
化
の
基
本
的
摺
図
を
論
い
出
そ
う
と

す
る
（
従
っ
て
、
市
場
は
工
業
化
の
主
た
る
要
因

の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
）
。
以
上
の
前
提
に
立
っ

て
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
国
内
市
場
と
貿
易
構
造
が

分
析
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
圏
の
工
業
化
は
、
比
較

的
緩
慢
だ
が
着
実
な
国
内
市
場
の
成
長
に
支
え
ら

れ
つ
つ
、
工
業
先
進
地
域
の
西
欧
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）

と
後
進
地
域
の
ロ
シ
ア
の
両
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
分
業
関
係
を
取
り
結
び
つ
つ
進
ん
で

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
6
。
国
内
需
要
に
支
え

ら
れ
て
既
に
あ
る
程
度
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
繊
維

工
業
に
、
ロ
シ
ア
市
場
と
い
う
「
身
に
不
釣
合
な

ほ
ど
の
発
展
可
能
性
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
工
業
化
に
一
層
の
ド
ラ
イ
ヴ
が
か
か
っ
た
の

で
あ
る
。
’

　
第
六
章
「
ウ
ッ
ジ
繊
維
企
業
の
成
長
ト
は
、
以

上
の
五
章
と
は
若
干
趣
を
異
に
し
、
経
営
史
的
な

観
点
か
ら
ウ
ッ
ジ
の
外
国
人
を
中
核
と
す
る
企
業

家
に
光
を
当
て
て
い
る
。
従
来
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
史

学
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
企
業
家
は
そ
の
反
ポ
ー

ラ
ン
ド
民
族
的
性
格
ゆ
え
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表

す
る
企
業
家
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
著
者

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
史
家
が
重
視
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
特
権
的
な
金
融
・
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
よ
り

も
、
純
粋
な
産
業
資
本
家
と
し
て
成
長
し
た
ウ
ッ

ジ
の
企
業
家
こ
そ
典
型
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の

企
業
家
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は

た
と
え
外
国
人
で
あ
っ
て
も
工
業
化
に
と
っ
て
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
役
割
を
果
た
し
た
、
と
す
る
。

　
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
「
結
語
」
に
お
い
て

著
者
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
資
本
主
義
の
「
植
民
地
的

発
展
」
・
「
人
工
的
・
接
ぎ
木
的
性
格
」
を
強
調
す

る
「
ド
イ
ツ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
史
学
」
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
工
業
化
の
特
殊
性
を
イ
ギ
リ
ス
を
典
型
と
す

る
自
立
的
な
国
民
経
済
の
発
展
の
遅
れ
・
弱
さ
に

見
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
学
の
双
方
を
鋤
判
ず
る
。
後

進
国
の
工
業
化
に
は
、
・
そ
の
国
が
置
か
れ
た
具
体

的
な
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
諸
条
件
に
応
じ

て
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
・
り
る
と
い
・

う
前
提
に
立
っ
て
、
た
と
え
市
場
と
企
業
家
と
が

外
国
に
依
存
し
た
も
の
に
見
え
よ
う
と
も
、
政
治

的
に
不
利
な
条
件
下
で
一
九
世
紀
後
半
の
半
世
紀

間
に
繊
維
工
業
の
生
産
額
で
三
〇
倍
以
上
の
成
長
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介紹

を
遂
げ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
工
業
化
の
成
果
は
、

ま
さ
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
工
業
化
」
と
し
て
正
当

に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が

著
者
の
最
終
的
な
立
場
で
あ
る
。

　
第
一
次
大
戦
後
の
独
立
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
展
望

が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
こ
と
、
ウ
ッ
ジ
の
繊
維

工
業
に
集
中
す
る
余
り
王
国
の
他
の
産
業
部
門
と

の
連
関
が
見
え
に
く
い
こ
と
等
、
手
薄
な
部
分
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
民
族
独
立
問
題
へ
の
こ

だ
わ
り
を
あ
え
て
一
旦
捨
象
し
て
工
業
化
の
進
展

を
注
視
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
賛
否
両
論

あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

本
書
に
お
い
て
わ
が
国
で
初
め
て
数
燈
的
な
裏
付

け
を
伴
っ
て
一
九
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
急
激
な

経
済
発
展
の
様
相
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
何
．

よ
り
も
貴
重
で
あ
る
し
、
著
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

臼
本
人
が
外
国
研
究
に
携
わ
る
際
に
何
を
な
し
う

る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
多
く
の
こ
と
を
考

え
さ
せ
る
。

　
　
　
　
（
A
5
版
　
一
八
二
頁
　
一
九
八
九
年
一
月

　
　
　
　
目
本
評
論
社
　
三
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
山
　
哲
　
京
都
大
学
助
手
）

福
井
市
編
集
・
発
行

　
『
福
井
市
史
　
資
料
編
別
巻

　
絵
図
・
地
図
』

　
地
方
史
誌
に
お
い
て
、
古
地
図
を
カ
ラ
ー
の
口

絵
や
折
込
み
の
か
た
ち
で
収
載
す
る
試
み
は
、
従

来
と
も
墨
な
わ
、
れ
て
き
た
し
、
旧
尾
張
藩
に
属
す

る
幾
つ
か
の
市
を
は
じ
め
と
し
て
、
デ
ラ
ッ
ク
ス

な
別
冊
村
絵
図
集
の
類
を
出
し
て
い
る
例
も
す
で

に
少
な
く
な
い
。
し
か
も
そ
の
間
に
あ
っ
て
本
書

は
、
質
量
と
も
に
圧
巻
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
復

製
技
術
の
進
歩
も
さ
ヶ
な
が
ら
、
図
像
資
料
見
凝

し
の
時
流
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
よ
う
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
決

断
さ
れ
た
福
井
市
は
じ
め
、
監
修
・
編
集
に
関
係

の
各
位
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
は
じ
め
に
本
図
巻

の
構
成
を
あ
ら
ま
し
紹
介
し
て
お
こ
う
。
即
ち

「
監
修
の
こ
と
ば
」
（
菊
地
勇
次
郎
）
、
「
凡
例
」
な

ど
に
つ
づ
い
て
以
下
の
こ
、
と
く
、
「
古
代
・
中
世
」

を
一
括
し
、
伝
存
園
の
大
半
が
属
す
る
近
世
に
関

し
て
は
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
配
列
、
明
治
以
降
の
刊

図
に
及
ぶ
と
い
う
編
成
で
あ
る
。
カ
ッ
コ
内
は
収

録
図
心
で
全
九
九
点
。
「
凡
例
」
に
も
い
う
よ
う

に
「
彩
色
さ
れ
て
い
る
資
料
は
原
則
と
し
て
カ
ラ

1
図
版
に
よ
り
掲
載
」
、
ま
さ
に
壮
観
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
他
、
各
図
の
所
蔵
・
法
量
・
「
図

像
内
容
が
示
す
年
代
」
が
解
説
に
明
記
さ
れ
る
ほ

か
、
巻
末
に
も
そ
れ
ら
を
総
覧
す
る
リ
ス
ト
が
付

さ
れ
て
い
る
。

1
古
代
ゼ
中
世
（
6
）

2
国
絵
図
（
3
＞

3
城
下
絵
図
（
1
1
）

4
町
絵
図
（
5
）

5
城
郭
図
・
屋
敷
図
（
8
）

6
寺
社
境
内
図
（
5
）

7
村
絵
図
（
6
）

8
検
地
凶
聞
図
（
9
）

9
浦
絵
図
・
漁
場
図
（
6
）

10

ﾍ
川
図
（
5
）

、
1
1
水
利
図
（
7
）

12

ｹ
中
図
（
3
）

13

釜
_
図
・
境
界
図
（
5
）

14

ｾ
治
期
行
政
区
画
図
（
3
）

笠
島
清
治
・

小
林
健
太
郎

海
道
静
香

松
原
信
之

松
原

吉
田
純
一
・

舟
沢
茂
樹

八
杉
利
正
・

野
尻
無

告
田
健
・
吉

田
叡

小
林

岡
田
孝
雄

吉
川
博
輔

吉
田
叡
・
吉

田
健

野
尻
・
舟
沢

印
牧
邦
雄
・

野
尻

小
林
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